



















フラン 3の共存下，–15 ºCで n–BuLiを作用させたところ，ジデヒドロイソベンゾフラン 4
の発生とともに環付加反応が進行し，低収率ながら環付加体 5を得ることができた。そこ
で，溶媒，温度等，反応条件を変えて検討した結果，クロロベンゼン中，–30 ºCで PhLiを
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